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理事長賞

茅ヶ崎セントラルクリニック

内　容

一昨年の12月、診療報酬改定の減収対策として治験に取り組む事となりました。

そこで、新日本科学SMOより担当看護師として派遣されてきたのが吉時さんでした。

今まで、治験に取り組んだ事のない医療機関であり、多くの職員が業務が増える事への抵抗感と、治

験に懐疑的な目を向けていた中でのスタートでした。

外部の方にも関わらず、院長より指示のあった当院の収入増という目的にブレずに、治験とはどういうも

のなのかの職員研修からスタートし、盲検の段取り、対象患者さんへの説明、同意書取得等、率先し

て業務に取り組んでいただきました。

その姿勢をみた、新しい事へのチャレンジ意欲の高い職員が渦となり、治験が業務の一部になるのに

時間は掛かりませんでした。その取り組みは薬剤科の適正な製剤管理につながり、不要な在庫を置か

ない意識向上にも繋がりました。

結果、1年という長丁場でしたが、12人中7人が最後の治験まで行い、2,700,000円の確定収入に繋

がり、クリニックの運営に大きく寄与してくださいました。

離脱した5人に関しても、数字が悪くなったのではなく、基準値より良い数値の為、離脱という患者さん

にとってもウィンウィンとなる良い結果ももたらしました。

長いお付き合いの中で職員や患者さんと触れ合っていく中で、クリニックの職場環境や雰囲気が良い

と感じて、昨年の10月より当院職員となっていただいた事も大きな財産となっています。

治験という新しい取り組みを率先してまとめ上げ、確定収入とした功績

細川 康子（看護部長/看護部）

治験に取り組むことでクリニックの運営に貢献した事を評価し、理事長賞に推薦さ

せていただきます。

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由

吉時 裕次（看護師/看護部）


